





















10 代 5 0.9
20 代 23 4.0
30 代 41 7.2
40 代 82 14.4
50 代 134 23.6
60 代 198 34.8






































　図表２の「回答者の年齢」は、10 ～ 30 代が
69 人（12.1％）、40 ～ 50 代が 216 人（38.0％）、















2-5 講座 241 42.4
6-10 講座 102 17.9








富山大学の Web サイト 202 35.5



















































































平日 10 時 148 26.0
平日 13 時 150 26.4
平日 15 時 79 13.9
平日 18 時以降 131 23.0
平日 19 時以降 109 19.2
土曜日 10 時 222 39.0
土曜日 13 時 170 29.9






















































日 10 時」（222 人、39.0％）、「土曜日 13 時」（170
人、29.9％）など、休日を希望する割合が高く
なっているが、「平日 13 時」（150 人、26.4％）、

















































































































































































































































































































































30 代 3 1.3
40 代 6 2.7
50 代 19 8.5
60 代 94 42.0































　図表 19 の「回答者の性別」は、男性 162 人
（72.3％）、女性 59 人（26.3％）となっており、
圧倒的に男性の割合が高くなっている。
　図表 20 の「回答者の年齢」は、10 代と 20
代が０人、30 代が 3 人（1.3％）、40 ～ 50 代が
















2-5 回 59 26.3
6-10 回 57 25.4






友人・知人・家族の紹介 55 24.6 
新聞折込チラシ 12 5.4 
職場等の紹介 2 0.9 
ポスター・チラシ 31 13.8 
大学からの郵便物 102 45.5 
富山大学の Web サイト 76 33.9 
富山大学の facebook 10 4.5 




知識・教養を深めたい 209 93.3 
専門知識・技術を習得したい 109 48.7 
仕事に役立てたい 59 16.3 
余暇を充実させたい 127 56.7 
交友関係を広めたい 59 16.3 
大学の様子をよく知りたい 75 33.5 

















































































1 限 36 16.1
2 限 182 81.3
3 限 153 68.3
4 限 121 54.0
5 限 10 4.5



































































































































































の 54 人（24.1％）に対して、「知らない」が 82
人（36.6％）と上回っており、また「受講した
ことがある」も 12 人（5.4％）にとどまる結果
となっている。
　以下は、アンケートの自由記述欄に記載され
た内容である。
【教養教育】
・先生に気が感じられる…－…教える、伝える、
教え込もうという気、姿勢を強く感じます。
・入念な授業対応…－…毎回解り易く作成された
レジュメ配布。更に詳しくパワーポイントで
の説明。ご自分の周囲を例にとったり、学生
側の立場から事例を考える等の工夫も十分か
と思います。人文教養以外の初めての授業で
したが良かったです。学生遅刻（途中入室）
多すぎです。
・身近な問題を加えて教えていただきました。
今後も続いて受講していかなければと考えて
おります。
・今回の講義では、先生の熱意を感じました。
・質問時間があればよい。スクリーンを利用し
た授業は、わかりやすくてよかった。
・自宅のMoodle 資料の印字には最初戸惑いま
したが、そのうちに慣れました。自宅のパソ
コンではうまくいかず、基盤センターのお世
話になりました。カラーA4版では文字が細
かくて見えづらいので、カラー B4 版だと助
かります。（基盤センター利用は有料でもよ
い）。
・進取、積極的な気持ちで取り組みたい。
・前期 ･後期の受講時間が同じなら良いと思い
ます。
・受講できる科目を増やして欲しい。
・さまざまな視点から「中世史」を学びたいで
す。期待しております。
・地域づくりに関する講座を開設してもらいた
い（外部講師の活用も含めて）。
・公開講座など、今後とも高齢者への対応を踏
まえた科目を提供していただけることを期待
しています。
・サテライト講座など、2～ 3…回シリーズの講
座があっても良いのではないでしょうか。
－ 19 －
・大学として、施設・設備は充実しているが、
雪対策が不十分である。1月某日、Bゾーン
の駐車場で、圧雪（氷）でスリップして移動
できなくなったが、職員と学生の方が手を貸
してくれ、無事脱出できた。駐車場等の消雪
設備等の整備をしてもらいたい。
【人文学部】
・大学生と一緒に授業を受けることができて、
先生が丁寧に教えてくださいますので、とて
も充実しています。今後もぜひ続けて欲しい
です。
・多くの人が韓国を知ることで、政治的な対立
を超えて仲良くつき合えるようになると思
う。その友好の拠点としての組織として、富
山大学が一役担うのはどうですか。○○先生
は素晴らしい先生です。○○大学にとられる
前に大学の先生にされるといいと思う。
・学生の授業に参加できて、先生も丁寧に教え
てくださるので充実しています。今後も続け
て欲しいです。
・専門知識がなく心理学に興味があるだけで受
講しましたが、とても参考になり、今後の生
き方に役立てたい。
・素晴らしい取り組みです。夢見たいな話です。
「演習」をもっと増やして欲しい。全般的な
話です。授業科目名とシラバスを確認してい
ますが、残念ながら、考えていた内容と異な
り、受講をあきらめざるを得ない科目があり
ます。ショックを受けることが多い。
・学生と一緒に勉強できて、先生も熱心に教え
てくださるので充実しています。これからも
続けて欲しいです。
・ボケ防止に役立てたい。
・オープン・クラスの場合、学生と一緒に授業
を受けていますが、これまで通りに、学生中
心に授業を進めてもらえばよいと思っていま
す。
・授業内容が高く充実しており、毎回チャレン
ジです。学期の途中で挫折してしまうことが
多く、先生にはご迷惑をおかけしています。
来期はもう少しレベルを下げて、再トライし
たいと思っています。
・できれば、学生と同等に扱っていただければ
有り難い。
・素晴らしい取り組みに大満足です。ゼミの種
類・数を増やし、オープン・クラスにしてい
ただけるとありがたいです。一方的な講義形
式はあまり感心しません。私の知らない「演
習」がもっとあると思いますが、オープン・
クラスではなさそうです。
・大学生と一緒に受講できるからこその魅力が
あります。雰囲気も公開講座とは違うのを感
じています。この講座も引き続きオープンさ
れることを願っています。
・現学生徒一緒の講座にはそれなりの意義はあ
ると思うが、やはり居心地は良くない。
　社会人のみのクラス編成も一度検討していた
だきたい。
・受講者や利用者として考えられるばかりでな
く、希望者には活躍の場が与えられるように
なる、生涯学習のあり方も考えられないで
しょうか。
・私の受講科目は、あまり社会人の方はおられ
ません。せっかくの機会なので、もっと他の
受講生及び学生と話す機会等あればよいと思
います。また、ご恩返し？でボランティアな
ど参加できればより良いと思います。
・継続受講を望みます。今後の社会生活に少し
でも活用できればと考えています。
・学生とともに受けることができる授業が公開
されていることを、知らない市民がたくさん
いると思います。私自身も知りませんでした、
もっと PR…してください。
・学生のコミュニケーション不足を援助するた
めに、オープン・クラスメンバーによる『お
しゃべりサロン（or カフェ）』などのスペー
スが用意されてもよいのではないでしょう
か。学内にそんなスペースが違和感なく在っ
て、ドアがいつも開いていたら、心からのん
びりできる、自分快復の場になるのではない
かと思います。
・6年くらい受講しているが、授業のみで学生
や教授との交流はありません。私が受講して
－ 20 －
いる科目は、特に社会人がとても少ないので
物足りなく感じています。また、学生との交
流が無理なら、社会人同士の交流があればよ
いと思います。そのような機会を与えていた
だければ幸いです。ボランティア等でもよい
です。何らかの形で大学にお返しがしたいと
思っています。
・できるだけ先生方、職員の負担にならないよ
う配慮ください。貴大学の研究・教育活動の
成果があがるように、我々一般県民（学外者）
を大いに利用・活用して下さい。及ばずなが
ら協力いたします。
・一般人は学生のように試験がなく受講できる
が、その分基礎知識が必要となり、科目を選
択する上で知識の程度がわからないので、試
聴授業を 2～ 3回の扱いとしてほしい。
・地域貢献の流れに引っ張り過ぎられず、多少、
人気がなくとも独自性を出して欲しい。
・少子化の時代に向け、積極的開放・開催を期
待しています。
・現在受講している科目を引き続き受講したく
ても、次の期にクローズされたりなかったり
すると、正直がっかりしますが、大学の事情
もあり止むを得ないのでしょうか。
・集中講義をすることによって、専門性を高め
ることもあってもいいのだろうか。
・英語のみの授業、講座が不可欠（日本語が不
要）
・古文書学は、できれば“近世”の古文書をお
願いします。
・カルチャーセンターにはならないでいただき
たい。語学のニーズはあると思うが、安易に
広げないでいただきたい。語学の先にある異
文化の学びを多くすべきと思う。
・世界経済、現代政治、地域学、天文学、地学、
スピーチ、ディベートなど英語での講座。
・除雪を充実していただければ、大変ありがた
い。
・アンケートの○を塗りつぶすのが大変。
・本アンケートの趣旨は何なのか？国立大学法
人に求められる社会貢献の確認なのか。それ
にしても、気持ちの入っていないアンケート
質問項目である。まさに、集計しやすい質問
を並べただけではないか。地方に存在する国
立大学として、社会人教育にいか望むべきか
を受講生に問うべきではないか。今、大学に
求められるのは、優秀な教授でもなく、優秀
な学生でもない。求められるべきは、大学を
変革出来うる大学事務職員の皆さんである。
大学の裏方としてのご苦労は多いと思うが、
富山大学の変革に更なる努力をお願いした
い。
【人間発達科学部】
・先生が熱心、丁寧に教えていただき、対話方
式を取り入れた方法であったので、内容を覚
えることができ、とても良かった。
・全体で思うが、休講の案内や講師の公務で休
講が目立った。
・今回受講した「地域交流活動論」は、多彩な
ゲストスピーカーの話を聞くことがあり、素
晴らしい内容であった。これまで受講した中
でも、１、２番のランクである。感謝。
・授業科目により専門知識が必要であり、興味
本位で受講してもついていけないことがあ
る。
・1…限の講義は朝のラッシュ時と重なり、間に
合うか不安でした。これからもどんどん講座
を開催していっていただきたいです。貴重な
学び、ありがとうございました。
・人生経験を一つ一つ積み重ねていくうちに、
自分が本当に学びたかったことは何かを考え
るようになり、オープン・クラスは、もう一
度学び直したいと思っていた私に、チャンス
を与えてくれました。1…科目からでも受講で
きるので、本当にありがたいです。
・募集要項の授業科目名に関して、もう少し具
体的な内容が明記してあれば、選ぶときの参
考にしやすいです。（冊子に追加するのは狭
くて無理であれば、ホームページで検索すれ
ばわかる等）
・PR…不足、下手。
－ 21 －
【経済学部】
・以前から関心のあった社会調査について教え
ていただきました。授業内容もわかりやすく
丁寧に説明されて、今後も受講を続けたいと
思いました。
・約３０年ぶりに大学の授業を受け、当時の不
真面目さを深く反省した。今の学生さんの出
席率の高さに感心した。社会人になって、仕
事で常に接している分野ではあるが、基本を
改めて学べて有意義であった。
・今後も、ビジネスマンが興味を持てる実践的
な授業の提供を期待します。〇〇先生の授業
は、非常に充実していました。今年で富大を
去られるのが残念ですが、企業経営に詳しい
先生の授業を期待します。
・大学の授業で発表するとき、ゼミ生分の資料
をコピーするとき、オープン・クラスの受講
生は資料をコピーできず自己負担になるの
で、便宜を図ってほしい。
・できれば学生さんと同等に扱っていただけれ
ばありがたい。
・受講できる科目を増やしてほしい。
・ＰＲ下手。
・ＰＲ不足と思います。高齢化社会を迎え、余
暇を活用したいと思っている高齢者、更に知
識を増やしたいと思っている中高年が多いと
思います。大学の収入増という観点からも受
講者増を図ることが必要かと思います。
・案内文に記載の…55…歳以上の富山市民に適用
される「富山市壮年期キャリアアップ補助事
業」とはどのようなものでしょうか。他市で
も展開される可能性はありますか。
【理学部】
・専門的講義を聴くことができ、とても勉強に
なりました。今後とも、機会があればぜひ受
講させていただきたい。また、図書館を自由
に利用できとてもありがたかった。
・授業中に質疑応答ができると良い。大変勉強
になりテスト前は学生時代同様深夜まで勉強
できる。この年齢で富山大学で勉強できるこ
とを孫、家族に自慢できる。
・講義の内容の理解は全く自信がありません
が、毎回興味深く受けることができました。
ありがとうございます。現代は、テレビ、本、
インターネット等々情報は多く、学ぶ場に恵
まれた環境ですが、ずっと研究を続けてこら
れた先生方の講義を受けることは、さらに恵
まれていると思います。
・理学部の大学院生向けの講座があれば、受講
してみたい（2～ 3年後）。
・公開授業以外の受講ができるように配慮いた
だければ、さらに受講したい科目があるので
すが。検討してください。
・子供向け、社会人向けに特化したものを開催
してほしい。
・図書の春・夏の長期貸し出しを期待します。
【工学部】
・授業科目と授業計画（授業の形式・スケジュー
ル等）で判断しなければならないので、授業
内容をもう少し詳しく説明していただきた
い。（たとえば授業時にどんな方法で講義す
るのか→パワーポイント式か、講義の参考資
料を事前に配布できないか）
・すばらしい制度であり、存続を引き続きお願
いします。
・…他の大学でみられない取組であり、すばら
しいと思います。
・できれば価格を安く。
・より多くの語学の授業を希望します。
・大学が地域に開かれていることは、厚みのあ
る循環型社会を当該地域に築いていくうえ
で、重要な意義を担っていると思います。ど
うぞこの事業は今後もご継続ください。成人
が参加する上で、現状、交通手段の確保が一
つの問題です。自宅、職場、出先から、限ら
れた時間内で大学近辺の施設を利用するには
車が欠かせません。富山市内からでさえ厳し
いのですから、県内からは尚更でしょう。施
設内の駐車場確保の充実を望みます。あるい
はサテライト事業の拡充でしょうか。
－ 22 －
【芸術文化学部】
・大変お世話になっているので、今後とも同様
オープン・クラスを続けてほしい。私自身、
家庭状況で進学できず、全身で学べることに
感謝しています。
・もっともっと彫刻を専門に学びたいです。
・オープン・クラスは地域に開かれたすばらし
い事業だと感謝しています。これからも多く
の科目をオープンにしてほしいと思います。
ただ先生方に無理のかからないよう配慮をお
願いします。
・地域に開かれた大学を目指し、オープン・ク
ラスを設置していただけ感謝しています。（た
だ気になるのが、担当してくださる教員の方
への負担です。）これからも広く開放してい
ただけたらと思います。
・高年齢で、大学で授業を受けることは、とて
も人生の張り合いがあり、楽しく、ウキウキ
して学んでいます。
・適格な指導がありがたい。学生の授業内容と
隣接し、とても感動を感じて、将来に希望を
得た。自分がかつて学びたかった事をオープ
ン・クラスで得、益々向上心を持ち続けたい。
・私個人については、現在の状況に満足してお
ります。時間と体調が許せば、今後も継続し
て、富山大学での講座を受講いたします。
・学生たちと共に 1年間受講させていただき、
ありがとうございました。それとともに充実
した図書館の利用もありがたく感じておりま
す。若いころに学べなかった分野に今になっ
て興味を持ち、勉強したい一心で飛び込んだ
という次第です。知識を広め、深めること
で、自身の喜びと自信にもなりました。受講
を認めてくださった先生方にもお礼申し上げ
ます。
・今後とも、オープン・クラス、公開講座を充
実して開講していただきたいと思います。参
加できることを楽しみにしています。
・今年度（受講年度）に芸術文化学部で夜の公
開講座が複数ありましたが、時間が夜のため、
都合が悪かった。土・日曜開催は無理でしょ
うか。
・中国語を教えていただき、本当に充実した内
容で楽しく学ばせていただきました。
・他にもオープン・クラスを設けている大学は
ありますが、富山大学はかなり充実している
と思います。また、コストパフォーマンスの
点でもありがたく、感謝しています。
２．オープン・クラス担当教員に対するア
ンケート結果
（１）Ｑ＆Ａ集について
※　生涯学習部門では、オープン・クラスを担
当される教員向けに、実施方法に関するQ&A
集を作成・配付している。本アンケート結果は、
そのQ&A集の意義・役立ち等について寄せら
れたご意見である。
・オープン・クラスは何度も経験しているので、
今回参考にすることはなかったが、何かあっ
たときのためにあると助かる。
・簡潔で分かりやすい。
・大変参考になりました。今後も何かあればこ
れを参考にするようにしたいと思います。
・一般市民、市民との表記は、富山市民と間違
う可能性がある。すべて「受講希望者」又は
「地域住民」に統一すべきと思う。
・Ｑ２のご回答にあるように、特別の配慮は不
要であることをより教員に周知すべきと考え
ます。あくまで正規の学生のための授業であ
るので、むしろ特別の配慮はすべきでないと
言ってもよいと思います。
・Ｑ４のご回答にあるように、必要な場合は生
涯学習部門でご対応いただけることはありが
たい。
・カルトの勧誘の件も記載し注意喚起していた
だき有難うございます。
・教員の判断で受講を拒否できることは初めて
知りました。
・基本的に、こうした情報提示・意見交換はあ
りがたい。
・役に立ちました。
－ 23 －
・追加して頂きたい事項等、特にございません。
わかりやすいQ&A集だと思います。
・いままで特に（オープン・クラス関連では）
困ったことがありませんが、ヒントになる事
柄があり、大変心強く感じました。
・教員の負担や懸念を減らすためのＱ＆Ａであ
り、たいへん心強く思います。
・特に強い希望ではありませんが、受講生の受
講動機については、教員が直接聞くのではな
く、希望調書などで事前に把握して教えてい
ただけると助かります。
（２）学生と一般市民が同じ教室で受講する形
態について
・とても有意義だと思います。教える方もやり
がいがあります。
・2名の受講者がいましたが、比較的なじんで
おられ、また、非常に熱心に受講されていま
した。私の講義は、旧ソ連や市場経済化初期
のロシア経済の話が含まれますが、学生達に
とってはすでに歴史的事象となっており、高
齢のオープン・クラス受講者の方々の応答が、
講義に役立つ場面もありました。
・一般市民の方が熱心に勉強されている姿は学
生にとって刺激になると思う。
・一般学生、教員とも、刺激になって良い。
・一般市民のほうが概して問題意識が高く、授
業への参加も積極的で学生への刺激になる
が、人によっては、自分よりも遥かに年下の
学生達の前で指名されたり、意見を言わされ
たりすることに消極的であるので、適切な対
応が必要である。
・学生に対し緊張感をもたらす。
・私が担当した授業のオープン・クラス受講生
の方々は、お二人とも英語力や意欲も十分で
あり、オープン・クラスの趣旨も良くご理解
のうえ受講してくださいましたので、正規学
生にとりましてもよい刺激となったと思いま
す。
・受講生（一般市民）の熱心な受講態度が、学
生にもいい刺激になっていることは否めな
い。一方、熱心さがこうじて一部の受講生が
主導権を持ってしまい、その受講生のための
授業になってしまうこともある。これは、学
生と比べ、受講生の方が数年にもわたった受
講していることによって、受講生の知識や、
課題に対する問題意識が各段に深まってし
まっていることに起因する。教員がうまく調
整できればいいのだろうと思う。これはどち
らかというと、教員自身の問題なので、次年
度以降、改善策を考えたい。
・今回は、演習が中心の授業だったので、課題
の提出や小テストなどを行ったが、一般市民
の方からは課題の提出もなく、小テストは配
布したけど、取り組むことはなく、かなり温
度差があり、行いにくかった。
・本学学生がオープン・クラスにより一般市民
が受講することもあることを知っていた方が
よいかなと思いました。
・学生の中には、自分たち学生のために開講す
る授業に一般の方々が参加することに違和感
があるのではないか、また、不快感を懐くも
のもあるのではないか。大学側は、学生に説
明する責任があるのではないか。
・学生に「社会人がわざわざ受講される意味の
ある授業」であることを印象付けられる。
・一般市民の方は、学生以上に音声学を学ぶモ
ティベーションがしっかりしており（e.g. 外
国人に日本語を教える際に役立てたい、英語
の発音を向上させたいなど）、その真剣な取
り組みが本学学生にも刺激になったように思
います。その意味でも、一緒に受講するのは、
よいことだと思いました。
・向学心に満ちた方が一緒に受講するのは、学
生にとって刺激になるのでプラス面はありま
すが、稀に最初から大学を見下しているよう
な人や自己中心的な振る舞いをする人が来て
対応に苦慮することもあります（もっともそ
のような人は初回だけでやめてしまうのが普
通ですが）。
・大変良いことかと思います。現在の形のまま
続けていかれることは望ましいと思います。
・今年は受講生が多く、やや窮屈な思いをされ
たかもしれません。授業態度は概して良好
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だったので、聞きやすかったと思います。公
開講座として行うより、合理的とは思います。
・各回の授業で、受講生に簡単な感想を書いて
貰っていました。今回受けられた一般の方か
らも感想や意見を貰っていましたが、やはり
予想通り、興味深い内容であったが難しいと
のご意見がありました。オープン・クラスの
受講生が（数名ではなく）多い場合には、別
枠での授業を行う可能性も検討されると良い
と思います。
・以前、別の大学で完全に一般向けの公開講座
を 3年間担当していましたが、できれば学生
向けの通常授業とは別に一般向け講座が設け
られているほうが、授業としてはやりやすい
です。聞き手の世代に合わせて話の内容を変
えることができたり、学部の他の授業と関連
させながら話ができるからです。
・少し一般市民の方の数が増えるといいのでな
いかと思います。現状ではあまりに少なく、
学生たちの中に埋没してしまっている感があ
ります。
・とても良いことだと思いますが、双方の交流
というものがあるわけでもないので、大学生
らしさを求めてこられるとすると、さびしく
思われるかもしれないと感ずることはありま
した。（受講生のほうが複数ある場合は、ま
た違うのかもしれませんが。）
・学生は高齢者の方であっても、丁寧に接して
くれましたが、私は音楽ですので、実技が伴
う時間もあり、少々申し訳なく思う時間があ
りました。講義だけではないために考えさせ
られます。
・若い学生と社会経験のある受講生、お互いに
とって向上できる場だと思います。概ね同じ
程度のロシア語能力レベルであることが前提
ではありますが、全く違う背景を持った 2グ
ループが会話やディスカッションすること
で、内容がより深く充実したものになってい
ると感じています。
・今回は本学修士課程の卒業生であったため、
レベルはわかりましたが、一般にはどの程度
の知識があるかわからず、授業レベルを変え
る必要はないと言われるものの悩みました。
また、途中に中間試験を挟むのでその際は授
業が実質休講となることが気になってしまい
ました。
・大学院修士の授業でのオープン・クラスは初
めてだったので、大学院学生と一般市民の方
の両方が満足してもらえそうな内容をできる
だけ考えました。ただ、一般市民の方はパソ
コン等を使ったプレゼンなどは難しく、大学
院学生とすべて同じという訳にはいきません
でした。でも、一般市民の方の目線で、講義
中にご質問・ご意見をして頂いたことなどは、
大学院学生の刺激にもなったと思います。
（３）その他、オープン・クラス全般について
・今回は、クーラーの温度設定に苦労した（学
生の望む温度設定とオープン・クラス受講者
〔年配の方〕の望む温度設定のずれ）。
・今後も、オープン・クラスに協力したい。
・オープン・クラスで受講した市民の方の満足
度はどの程度なのか？アンケートなどは実施
しているのか？
・料金を安くして、もっと多く受け入れても良
いと思う。
・出欠は自己申告でなく教員側からの報告が必
要な気がします。
・授業の内容によって、学生との差が出るもの
などについては、無理にオープン・クラスに
する必要はないものもあると思いますので、
柔軟に対応することが望ましいと思います。
・オープン・クラスに協力しない教員が増えて
いる気がいたします。残念です。
・現在までの受入受講生のロシア語能力が十分
なレベルであるので、私の全てのクラスで
もっと積極的に受け入れたいと思っていま
す。
・教職の課程認定のため、平成 31 年度以降は
同一科目名の授業は同一の内容であることが
求められます。このことは、原則として一定
の（４年間？）の周期で、同一内容の授業が
開講されるということになると思いますの
で、何年間も継続してオープン・クラスを受
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講される市民の方々にはこの点を十分に周知
願います。何年か前に受講した内容とほぼ同
じ授業が再び開講されても、それは教員の怠
慢によるものではないと思いますので。
・受講生の固定化が見られます。広く外部の方
に PRしてください。
・生涯学習支援事業は、地域社会に対して有意
義なことである。
・これまで問題はありませんでしたが、実質的
に授業の妨げになると途中で分かった場合、
どのように対応してもらえるかわからず不安
が残ります。
・受講者の「年齢」「経歴」について知ること
ができれば、どの程度の難易度で話をすれば
よいかがわかるので助かります。
（４）生涯学習支援事業全般について
・オープン・クラスの受講者のなかから、社会
人向け大学院に入る仕組みがあればよいと感
じます。一定のオープン・クラスの修了証に
よって社会人入試などで有利になるなどの仕
組みなどもいいのではないかと感じます。
・生涯学習の推進は、国立大学の大事な役割だ
と思っています。
・とても良い取り組みだと思います。
・教員は、単に自分の授業についてオープン・
クラスにできるかどうか判断して、受け入れ
ていますが、実際にどのくらいの需要がある
のか、また、どのような分野が人気があるの
かなど、全体的な実施状況についてご報告い
ただけると、参考になると思います（もしか
して、ご報告いただいているのを目にしてい
ないだけかもしれませんが）。
・公開講座で開講の要望が多いテーマについて
周知していただければ、教員が公開講座開講
に応募しやすくなると思います。
・Web 受講などもっと推進できたらよいです。
・大学の講義を公開する方法には､ コンテンツ
としてウェブ公開するのが一般化している
が、本学ではどう取り組むのでしょうか。
・学内への案内をもっと頻繁にするとよい。
・生涯学習支援は、昨今の社会における大学と
しての重要な役目であり、積極的に進めるべ
き課題だと感じております。
・授業はあくまで正規学生のためのものであ
り、オープン・クラスのための授業内容の変
更やレベルの調整は一切しないという方針を
今後も堅持願います。
・本学の取り組みの全貌を把握していません
が、私のこれまでの浅い経験からいっても、
社会人や退職された方々のほうが学習意欲は
高く、生涯学習の需要は今後間違いなく、いっ
そう高まると思います。最大限尽力させてい
ただきたいと思いますので、積極的な取り組
みをお願いいたします。
・生涯学習支援事業は、地域社会に対して有意
義なことであるが、大学が果たすべき本来的
事業とは別の付加的事業であることを忘れて
はならない。
・一般市民の方はとても学習意欲が高く、今後
も生涯学習支援事業は益々重要になると思い
ます。
・駐車場の不足が深刻ですが、オープン・クラ
スの方は車でいらっしゃるケースが多いよう
です。年配者が多く申し訳ない気もあるので
すが、公共交通機関の利用を徹底いただける
ようお願い申し上げます。
Ⅲ　おわりに
　以上のアンケート調査結果を踏まえて、今後
の考えられる対応・方策等について考察した結
果をまとめる。
○　公開講座、オープン・クラスとも、アンケー
ト結果からきわめて好評だったことが確認で
きた。今後とも事業の継続実施が強く求めら
れているように思われる。
○　例年の傾向であるが、公開講座の受講生は
女性の割合が高く、反対にオープン・クラス
は男性の割合が高い。このような性別の不均
等をどう理解するかは今後の課題であるが、
どちらも性別によらず受講しやすい環境の構
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築が必要であるように思われる。
○　これも例年の傾向であるが、駐車場スペー
スの狭隘さについての不満が多い。駐車場の
拡大は物理的に困難なことであるため、受講
者にはできる限り公共交通機関の利用をうな
がす必要がある。
○　近年に至り、Web サイトによる広報の重
要性が高まっている。迅速かつ正確な電子的
ＰＲ活動につとめていく必要がある。
○　語学公開講座の「入門」レベルの開講をの
ぞむ意見が多くみられる。継続的・段階的な
学びをサポートするためにも、多様なレベル
の講座を用意することが可能かどうか検討す
る必要がある。
○　このように語学講座は人気のジャンルと
なっているが、他方では「語学に偏りすぎ」
であるとの指摘もある。教養講座の拡充も課
題となっているように思える。
○　ヘルン文庫や北前船の歴史など、「地域学」
を求める声がある。もとよりこのようなジャ
ンルは地域に独自の学びの機会を提供するこ
とにつながるものであり、積極的に検討して
いく必要がある。
○　また、Linux に関する講座など高度で専門
的な内容を求める声もあり、「一般市民」ば
かりでなく専門技術者向けの講座も検討の必
要があるのかも知れない。
○　公開講座はほとんどが社会人受講生によっ
て構成されており、受講生同士の関係から励
みになったとの声が確認されるが、オープン・
クラスの場合は社会人は少数派であり、居心
地の悪さから「ＰＲをして受講生を増やして
ほしい」との声、「社会人だけのクラスを」
との声がある（もちろん、「学生と共に学べ
ることが楽しい」という意見も多くあるが）。
オープン・クラスの受講生拡大にむけたＰＲ
戦略について考える必要がある。
○　オープン・クラスで課題となっていること
の一つに「学びの継続性」ということがある。
すなわち、入門的な内容から専門的な内容
へ移行する道が閉ざされている場合が多い。
オープン・クラスの開講科目数は初期の頃か
ら漸減していることもあり、それぞれの先生
方の理解を得ながら幅広く公開してもらうよ
うな手立てを考える必要がある。特に、例年
のことであるがゼミナール的な科目に参加し
たいという声が後を絶たない。
○　オープン・クラス受講生の中には、「実用
に偏らず、アカデミックな内容を堅持してい
ただきたい」との声がある。大学教育の自律
性を重視する観点からも重要な意見として受
けとめたい。
○　学生との交流、または受講生相互の交流を
求める声がある。学んだことを個人的なこと
がらにとどめず、知的な交流が要求されてい
るということである。
○　オープン・クラス担当教員からは、授業公
開のＱ＆Ａ集が好評であった。また、社会人
受講生が社会経験を活かして授業を活性化さ
せるなどの好影響が確認された。一般学生に
も刺激や適度な緊張感を与えるとのことで
あった。ただ、受講生の向学心の高さが学生
を圧倒してしまうこともみられるという声も
あった。
○　授業はあくまで正規学生を対象としたもの
であり、「授業内容の変更やレベルの調整は
一切しないという方針を今後も堅持してほし
い」との声があった。
○　もしオープン・クラス受講生の参加が多い
場合、「別枠」で授業を実施してはどうか、
との意見が教員の中からあった。そのような
ケースは、オープン・クラスではなく公開講
座として開講するよう計画する必要があるの
かも知れない。
○　担当教員から、「今後もオープン・クラス
に協力したい」「私のすべてのクラスでもっ
と積極的に受け入れたい」との声をいただい
た。今後とも、円滑な運営に尽力しつつ、多
くの教員に協力をいただけるようつとめてい
きたい。
